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株式会社ビューティ花壇 
≪証券コード：3041≫ 

決算説明会 

2013年６月期 

2013年８月15日 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大変お待たせいたしました。それでは、株式会社ビューティ花壇の2013年6月期の決算説明会を始めさせていただきます。ご説明はわたくし、三島からさせていただきます。よろしくお願いいたします。
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本日の説明内容 
 

    ・2013年６月期の業績 

    ・2013年6月期の動き 

    ・中期経営計画 

    ・重点施策の進捗と取り組み 

    ・株主還元 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、本日の説明内容をご案内いたします。まず、2013年６月期の業績次に、2013年６月期の動き中期経営計画の詳細重点施策の進捗と取り組み最後に、株主還元についてご説明いたします。
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業績ハイライト ≪連結損益計算書≫ 

 

2012／6 2013／6 前期比 

売上高 4,436 5,142 15.9％増 

売上原価 3,642 4,149 13.9%増 

売上総利益 793 992 25.1％増 

営業利益 154 173 12.7％増 

経常利益 155 175 13.4％増 

当期純利益 123 85 30.7％減 

単位：百万円 

単位：百万円 

5,142 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは早速ですが、2013年6月期の業績についてご説明いたします。３ページをご覧ください。全社基本方針として新規顧客の積極的な開拓と既存顧客内での当社への発注シェアアップによる売上拡大を推進してまいりました結果、売上高は前年同期比15.9％増の51億4,200万円、営業利益は12.7％増の１億7,300万円経常利益は13.4％増の1億7,500万円当期純利益は、2012年６月期は負ののれん発生益（5,300万円）を計上しましたが、今期はこれがないため30.7％減の8,500万円となりました。
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業績ハイライト ≪セグメント別売上構成≫ 

生花祭壇事業 
業界全体的に単価下落傾向にある中、新規顧客
獲得により件数が増加するも、微減。 
 
 
生花卸売事業 
円安の影響により原価率は上昇傾向にあるもの
の、取扱数量は増加し、売上高は微増。 
 
 
ブライダル装花事業 
少子化傾向に影響を受け、業界全体としては若
干の縮小傾向にあるも、事業拡大が奏功し売上
増。 
 
 
土木・建設事業 
民間発注工事は低調に推移するも、引き続き災
害対策や、アベノミクスによる公共投資増の影
響もあり、売上増。 
 
 
その他 
システム開発事業及び不動産管理事業を新たに
追加。 

ポイント 
単位：百万円 構成比 単位：百万円 構成比 

4,436 5,142 連結売上高 
（百万円） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に売上高の内訳についてご説明させていただきます。4ページをご覧ください。生花祭壇事業が　全体の61.4％となる　31億5,500万円生花卸売事業が　全体の15.7％となる　8億800万円ブライダル装花事業が　全体の6.5％となる　3億3,500万円土木建設事業が　全体の11.8％となる　 6億600万円です。なお、2012年6月期の土木建設事業は2012年２月から４月までの３ヶ月間の数字となっております。また、新たにシステム開発事業および不動産管理事業が「その他」として追加されております。
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業績ハイライト ≪連結売上高の前期比分析≫ 

2012／6 

4,436 

5,142 

△50 

ビューティ花壇 
（生花卸売事業） 

グループ全社では前期比15.9％増の706百万円の増収。 

前年同期比 
+706百万円 
（+15.9％） 

（単位：百万円） 

＋16 

その他の事業 

＋59 

ビューティ花壇 
（生花祭壇事業） 

2013／6 

昇建設 
（土木・建設事業） One Flower 

（ブライダル装花事業） 

＋443 

＋237 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つづいて、連結売上高の前期比の分析です。５ページをご覧ください。ご覧のとおりとなっております。グループ全体で、7億600万円の増収という結果になりました。
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2012／6 2013／6 
増減額 

金額 構成比 金額 構成比 

資産の部 

 流動資産 1,209 52.4% 1,392 52.1% +183 

 固定資産 1,099 47.6% 1,278 47.9% +178 

資産合計 2,309 100.0% 2,671 100.0% +361 
負債の部 

 流動資産 955 41.4% 1,359 50.9% +404 

 固定負債 715 31.0% 576 21.6% △139 

負債合計 1,671 72.4% 1,936 72.5% +264 
純資産の部 

株主資本 574 24.9% 636 23.8% +61 

その他の包括利益累計額 △6 △0.3% 1 0.0% +7 

少数株主持分 70 3.0% 97 3.6% +27 

純資産合計 637 27.6% 734 27.5% +97 

負債純資産合計 2,309 100.0% 2,671 100.0% +361 

業績ハイライト ≪連結貸借対照表≫ 

単位：百万円 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に６ページの連結貸借対照表ですが、ご覧のとおりです。説明は割愛させていただきます。
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（単位：百万円） 2012／6 2013／6 

営業活動によるキャッシュ・フロー 223 395 

投資活動によるキャッシュ・フロー △240 △256 

財務活動によるキャッシュ・フロー 31 57 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 16 

現金及び現金同等物の増減額 12 213 

現金及び現金同等物の期首残高 515 528 

現金及び現金同等物の期末残高 528 773 

業績ハイライト ≪連結キャッシュ・フロー計算書≫ 

ポイント 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
⇒税金等調整前当期純利益161百万円、売上債権の減少118百万円、減価償却費84百万円等を計上したことによるもの 
 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
⇒有形及び無形固定資産の取得による支出86百万円、差入保証金の差入による支出126百万円等によるもの 
 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
⇒借入金の純増168百万円の一方で自己株式の取得による支出36百万円、配当金の支払い額37百万円等によるもの 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、税金等調整前当期純利益1億6,100万円、売上債権の減少1億1,800万円、減価償却費8,400万円等を計上したことにより、得られた資金は3億9,500万円となりました。投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、有形及び無形固定資産の取得による支出8,600万円、差入保証金の差入による支出1億2,600万円等により使用した資金は2億5,600万円となりました。財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、主に、借入金の純増1億6,800万円の一方で自己株式の取得による支出3,600万円、配当金の支払い額3,700万円等により、得られた資金は5,700万円となりました。
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業績ハイライト ≪傾向と対策≫ 

葬儀業の売上単価は引き続き下落傾向 

（出展 経済産業省：特定サービス産業動態統計調査） 

新規顧客獲得と既存顧客のシェアUPへ 

2012年度（2011/7～2012/6）：＠1,415千円 
2013年度（2012/7～2013/5）：＠1,405千円 

※葬儀単価は隔年7月～翌6月、年間死亡者数は隔年1月～12月にて集計 

（出展 厚生労働省：人口動態統計月報年計 
    経済産業省：特定サービス産業動態統計調査） 

葬儀業売上高・件数・年間死亡者数の動向 

生花祭壇事業  （3,205百万円 (2012/6) ⇒ 3,155百万円 (2013/6)） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つづいて、８ページをご覧ください。2013年6月期を取り巻く環境といたしましては右のグラフのとおり、赤い線の年間の死亡者数、紺色の線の葬儀業全体の売上高、水色の線の葬儀件数ともに増加傾向にありますがこれを1件当たりの葬儀単価で見ますと、年々下落傾向にあります。このような環境のもと、当社グループとしましては、増加傾向にある件数を獲得するため、新規顧客の積極的な開拓と既存顧客内での当社への発注シェアアップによる売上拡大、徹底的な経費削減を推進してまいりました。
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2,661 2,597 

19,278 19,419 

業績ハイライト ≪傾向と対策≫ 

生花祭壇事業（単体） 

新規参入等で競争が激化し、総じて単価が下落傾向にある葬儀業において、これを
カバーすべく件数獲得のための施策を実施。 

〈顧客向けDM〉 

 新規顧客獲得のため、首都圏を中心に新規開拓に注力 
⇒新たに55社の新規顧客を獲得 

新規顧客獲得へ向けた施策 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、９ページをご覧ください。先ほど申しあげましたとおり、生花祭壇事業を取り巻く環境としましては、葬儀1件当たりの単価が下落傾向にあります。そのような状況の中で、件数獲得を図るべく、具体的な新規顧客の獲得策といたしまして、右側に出ておりますとおり、顧客向けのDMを使った営業活動等を実施し、新たに55社との取引をスタートするなど、その成果が見え始めた期となりました。
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生花卸売事業  （792百万円 (2012/6) ⇒ 808百万円 (2013/6)） 

業績ハイライト ≪傾向と対策≫ 

既存顧客のシェアUP・新規顧客獲得 市場相場下落・円安の影響による仕入原価
高騰により販売減 輸入商品の取扱い拡大・市場販売強化 

生花の取扱本数は横ばいで推移。取扱金額は減少。（単価の下落傾向） 

（出展 東京都中央卸売市場「市場統計情報」） 

生花（切り花）取扱金額・本数の動向 

為替動向に対応した輸入比率の拡大・新規顧客獲得・取扱い品種拡大による販売増へ 
今後 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、10ページをご覧ください。生花卸売事業を取り巻く環境につきましては年間の生花の取扱い本数自体は、ほぼ横ばいで推移しております。このような状況のもと、当社としましては、既存顧客のシェアアップ、新規顧客獲得、また輸入商品の取り扱い拡大などの施策を実施してまいりました。一方で市場相場は下落し、また円安の影響もあり仕入原価が高騰し、結果、売上高は微増となりました。今後は、為替動向に対応した輸入比率拡大と取扱品種の拡大により販売増を目指してまいります。
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ブライダル装花事業 （275百万円 (2012/6) ⇒ 335百万円 (2013/6)） 

結婚式場業売上金額・件数の動向 

少子化の影響を受け結婚式場業売上、件数ともに減少傾向 

本年１月の事業譲受けによる拠点の新設（兵庫県芦屋市・栃木県小山市）、事業拡大により 
売上増を達成。 

大都市圏（東京・大阪）への展開 
当社グループ拠点をベースとしたエリア展開 

今後 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に11ページをご覧ください。ブライダル装花事業につきましては、少子化による結婚式場業売上、件数がともに減少傾向にある中で、積極的な事業拡大・事業所新設等により売上増を達成しました。引き続き、大都市圏への営業展開、M&Aによる拠点増を機とした販売エリアの拡大、販売増を図ってまいります。
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業績ハイライト ≪傾向と対策≫ 

既存顧客のシェアUPへ向けた施策 

システム開発 人材派遣 

造園・土木 不動産管理 

従来 

今期～ 顧客囲い込みにより、シェア（売上）UPを
図る 

ワンストップサービス M&Aによるシナジー創出 

既存顧客 

既存顧客 

生花祭壇 生花卸売 ブライダル装花 

生花祭壇 生花卸売 ブライダル装花 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つづいて、12ページをご覧ください。先ほどより申しあげております、既存顧客からの発注増による売上拡大の具体的な施策としまして、例えば、これまで生花祭壇・生花卸売もしくは、ブライダル装花のサービスのみを提供していた顧客に対しM&Aにより多様化した事業もあわせて提案することが挙げられます。つまり、生花事業における収益力強化はもとより、既存顧客に対し従来のサービスに加え、下の図のようにワンストップでのサービス提供をすることで、シェアアップを図ってまいります。そのためには、今後とも経営多角化、すなわち周辺事業参入による生花事業とのシナジー創出と新規事業の育成による経営リスクの分散が急務であると考えております。
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2013年6月期の動き 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、平成24年6月期の動きについてご報告をさせていただきます
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2013年6月期の動き 

■2012年9月、本社を東京都墨田区から熊本市南区へ移転  

本社 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
14ページをご覧ください。2012年9月、本社を東京都墨田区から熊本市南区へ移転いたしました。また、それまでの本社は管理機能の一部だけを残し、東京本部となりました。東京本部も、10月に墨田区横網から、現住所の墨田区両国へと規模を縮小し移転しております。
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2013年6月期の動き 

■新子会社：株式会社One Flower（ワンフラワー）  
熊本支店をクラウンガーデネックスに合併 子会社化のテストケース  

事業内容 
・生花祭壇事業 
・ブライダル装花事業 
・造園・緑化事業 
・花・鉢植え・造花の販売及びリース 
・パーティ・イベント・ステージの装飾 

2012年９月１日より、熊本支店の生花祭壇事業を会社分割（簡易・略式吸収分割）し、 
クラウンガーデネックスに承継したうえで商号変更し、株式会社One Flowerに。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つづいて、15ページをご覧ください。2012年9月１日より、ビューティ花壇の熊本支店における生花祭壇事業を会社分割し、クラウンガーデネックスに承継、さらに、同日よりクラウンガーデネックスの商号を、株式会社ワンフラワーと変更いたしました。ビューティ花壇熊本支店の分割、クラウンガーデネックスへの事業承継の目的としては、ビューティ花壇が熊本エリアで展開する生花祭壇事業をクラウンガーデネックスへ集約し、地域性によるニーズに対してより柔軟に対応し、さらなる営業強化を進めるとともに、事業運営の最適化、経営資源の効率的活用による事業基盤の強化であります。
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熊本生花子会社の利益向上に
資する業務フローの構築 

 
 

葬儀と婚礼の業務統合による    
相乗効果を生む運用体制     

熊本エリア（南九州地方）で展開する生花祭壇
事業をOne Flowerへ集約し、地域性による
ニーズに対してより柔軟に対応し、さらなる営
業強化を進めるとともに、事業運営の最適化、
経営資源の効率的活用により事業基盤の強化を
図る 

2013年6月期の動き 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つづいて16ページですが、さらに、両業界の繁閑期のずれを活用して、有効な人材活用を行っていきたいと考えております。そのためには、熊本生花子会社の利益向上に資する業務フローの構築、葬儀と婚礼の業務統合による相乗効果を生む運用体制が必要であると考えております。熊本本部ビルの竣工以降、熊本支店とクラウンガーデネックスは同じ社屋で業務を進めてきました。これからはさらに協力を深めながら一つの新会社として成長を続けていきます。今後はこれを、ビューティ花壇の支店子会社のテストケースとして運用していく考えです。
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2013年6月期の動き 

■新子会社：株式会社花時 （沖縄県中頭郡） 

簡易株式交換により完全子会社化（2013年４月） 

 当社の技術力や仕入れ機能と花時の沖縄における 
 実績や技術力を結び付けることで、九州・沖縄地区を含めた西日本地域での 
『生花祭壇事業』『生花卸売事業』『ブライダル装花事業』の成長加速を図る 

カデナ店店舗（米軍基地内） 本店作業場内 

なかがみ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、17ページです。2013年4月に、簡易株式交換により沖縄県の株式会社花時を完全子会社化いたしました。これにより、九州・沖縄地区を含めた西日本地域における「生花祭壇事業」、「生花卸売事業」、「ブライダル装花事業」の成長加速を図ってまいります
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■大型祭壇の施工（統一教会創始者葬儀・韓国） 

2013年6月期の動き 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つづいて、18ページをご覧ください。昨年の9月15日、韓国にて、統一教会創始者の葬儀が行われ、当社が生花祭壇の施工をいたしました。延べ200間にも及ぶ、過去に類を見ないほどの超大型の葬儀ではありましたが当社ならではの企画力・技術力を駆使し成功をおさめることができました。
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2013年6月期の動き 

■大型祭壇の施工（統一教会創始者葬儀・韓国） 

葬儀での施工内容が評価され、本年2月に韓国で挙行された 
合同結婚式における会場装花も受注 

←祭壇イメージスケッチ 

会場の模様→ 

◆祭壇規模： 
 延べ間数 約200間（約360ｍ） 
（オアシス約2100個、 
 長さ換算約360m）、 
 生花（総使用本数）  
 約31,000本 
 
◆設営： 
 9月14日（金）午後6時搬入開始 
 9月15日（土）午前6時施工完了 
 
 設営時間：約12時間 
   
 現場挿し 
 施工スタッフ：10名 
   
◆葬儀開式：10時 
（一部式中生花搬入あり） 
◆閉式：12時 
 
◆撤収開始：14時 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つづいて、19ページ目も同じ案件です。今後も葬儀社様もけさまのご要望を汲み、なによりも喜んでいただける祭壇商品をご提案、ご提供できるよう、努力を続けて参ります。
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■東日本大震災・各地三回忌慰霊祭の祭壇施工 

2013年6月期の動き 

東北の各被災地で、災害により亡くなれた被害者の
慰霊祭、及び一周忌慰霊祭において、当社は数多く
の会場で祭壇の施工を担当させていただきました。 
 
今年３月には、三回忌慰霊祭が実施され、２３件を
受注いたしました。 

石巻市慰霊祭 

大槌町慰霊祭 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、20ページをご覧ください。東北地方に甚大な被害をもたらした東日本大震災の発生から2年が過ぎた3月11日、東北の各被災地で、災害により亡くなれた被害者の慰霊祭が開かれました。当社は、各会場における生花祭壇及び装飾を担当し、各支店から多くの支援スタッフが東北に集まり祭壇の制作をいたしました。
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中期経営計画 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、今後の計画についてご説明させていただきます。
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             ・高齢化により葬儀件数増加、葬儀自体は小規模化と単価下落 
             ・互助会、ＪＡの会館新設加速、中小専業者の整理淘汰 
             ・互助会等大手葬儀社の生花部門内製化の傾向 
 
             ・晩婚化、非挙式による婚礼件数減少、「スマ婚」等出現による低価格競争激化 
             ・ホテルの衰退、ゲストハウスの台頭 
             ・上場企業・互助会等の多店舗展開 
 
             ・国内切花生産減少、輸入切花増加、卸売市場の取扱高減少加速（過去20年で最低水準） 
             ・小規模卸売市場整理淘汰、統合化加速 
             ・卸売市場が仲卸事業、加工事業、輸入事業へ参入 

生花祭壇事業周辺 

生花卸売事業周辺 

婚礼装花事業周辺 

『 外部環境 』 

22 

中期経営計画 

組織変革  ●環境に適応し成果を出せる経営組織への変革 
 
基盤強化  ●生花事業における収益力強化  
 
経営多角化 ●周辺事業参入による生花事業とのシナジー創出と新規事業の育成による経営リスクの分散 

『 経営戦略』 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回の中期経営計画の策定時点において当社グループを取り巻く外部環境といたしまして、まず生花祭壇事業周辺につきましては高齢化により葬儀件数は増加しているものの、葬儀単価は下落傾向にあるという状況の中で、互助会などによる大型の会館新設によって、中小規模の専業者は整理淘汰され始めているのが現状です。婚礼装花事業周辺においては、少子化による婚礼件数の減少、「スマ婚」などの出現により、低価格傾向にあります。生花卸売事業周辺におきましては、国内切花の生産減少に対し輸入切花が増加、卸売市場の取扱高は減少傾向にあります。このような状況のもと、経営戦略としましては環境に即座に適応し成果が出せる経営組織への変革、★生花事業における収益力強化★周辺事業への参入による生花事業とのシナジー創出と★新規事業の育成による経営リスクの分散　を掲げました。
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外部環境の変化に対応し、従業員とその家族の幸福、理念の追求、社会への貢献を 
 継続的に発展させていくためには、攻めの経営（積極的な展開・投資など）が不可欠。 

そのためには『変化に即応できる組織形態』『資金調達力』『社会からの信用』『優秀な人材』が必要であり、 
  

これらを得るために当社は、【東証一部への上場】が必要と捉え、 
  これを経営計画の最大の目標とする。 

あわせて【持株会社への移行】に向けた準備期間とする。 

『 当社の課題・中期目標』 

中期経営計画 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つづいて24ページですが、その経営戦略をふまえ、当社が継続的に発展していくためには攻めの経営が不可欠であるとの認識のもと、2016年6月末までの　東証一部上場　を必達目標としあわせてこの３期を持株会社への移行に向けた準備期間とすることを定めました。
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【越えなければならない形式要件は大きく３点】 
  

■ 経常利益５億円（直近２年の合計） 
 
■ 流通株式時価総額２０億円（2013年６月時点の現状で約１３億円の乖離）  
 
■ 発行済株式総数の時価総額４０億（2013年６月時点の現状で約２５億円の乖離） 

 
 
 
 
 

  収益部門、子会社の収益力強化を早急に行う。 
  管理機能の強化・時価総額向上施策・資本業務提携の推進を行う。 

『 東証一部上場のためのポイント 』 

24 

中期経営計画 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この東証一部上場のためのポイントとしましては、指定替えの形式基準の中でも３つをあげております。まずは経常利益が直近２年間の合計で５億円、次に、流通株式時価総額　20億円３点目が発行済み株式総数の時価総額　40億円です。これらをクリアするため、収益部門、子会社の収益力強化を早急に行います。また、管理機能強化、時価総額向上のための各施策、資本業務提携等を積極的に推進してまいります。
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☆東証一部上場・持株会社移行準備 

   

  ■2014年６月期 単年度売上 ６０億円・経常利益３億円 （連結） 

  ■一部上場形式要件クリア  
  ■2016年６月期 単年度売上１００億円・経常利益５億円 （連結） 

・装花事業：東日本エリア (仙台・東京・西東京・神奈川)   
・装花事業：西日本エリア (大阪・福岡・One Flower・花時) 
・流通･海外事業：(流通外販・台湾他海外)              
・既存周辺事業および新規事業               

中期経営計画 

⇒30億円 
⇒30億円 
⇒20億円 
⇒20億円 

『 全社ミッション 』 

目標売上内訳 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に26ページですが、これまで申しあげました、外部環境、経営戦略や課題等を勘案した全社ミッションは、ご覧のとおりです。既に決算短信にて公表しておりますが、今期単年度売上目標を60億円、経常利益は3億円とし、3年後の2016年6月期の売上目標を100億円、経常利益を5億円としております。また、その内訳は下段に記載しております。これらを念頭に、各戦略を着実に実行しミッションの確実な達成を目指してまいります。



Copyright (C) 2013Beauty Kadan Co., Ltd.  All Rights Reserved. 26 

重点施策の進捗と取り組み 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、重点施策の進捗と今後の取り組みついてご説明させていただきます。
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2006年10月 美麗花壇股份有限公司 
 
2007年  5月 株式会社クラウンガーデネックス 
  （現・株式会社One Flower） 
2012年  2月 昇建設株式会社 
        4月  株式会社システムハウス福知山 
        6月  株式会社ビンク 
 
2013年  4月   株式会社花時 

■企業買収により、各事業のシナジー効果を狙う 

Ｍ＆Ａについて 

今後も、シナジー効果の期待できる事業において積極的なＭ＆Ａを行う予定 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、一つ目の重点施策（しさく）、Ｍ＆Ａについてご説明いたします。　28ページをご覧ください。当社は中期経営計画にもかかげておりますとおりＭ＆Ａを積極的に推進しております。2006年10月に合弁により台湾に設立した美麗花壇、2007年5月にＭ＆Ａにより子会社化した株式会社クラウンガーデネックスに加え、昨年2月1日には、熊本の土木建設会社である昇建設株式会社を、また、4月1日には　株式会社システムハウス福知山を、6月1日には　株式会社ビンク　を、本年4月には株式会社花時をそれぞれ子会社化いたしました。
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2012年10月 
株式会社ビイケイエステート 

28 

子会社の設立について 

■新子会社の設立 

事業内容：不動産管理 
〒862-0967 熊本県熊本市南区流通団地1-46 

事業内容：冠婚葬祭に関する企画ならびにコンサルタント業務 
〒862-0941 熊本県熊本市中央区出水1-1-28 2012年12月 

株式会社セレモニーサービス 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に29ページですが、当社は2012年10月9日に株式会社ビイケイエステート、2012年12月28日に株式会社セレモニーサービスの子会社2社を設立いたしました。その目的及び期待する効果等を、次のページにてご説明させていただきたいと思います。�
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多角的な事業展開 

■ビューティ花壇と８つの子会社でビューティ花壇グループを形成。 
 今後、幅広いサービス、多角的な事業展開が可能となる 

㈱Ｏｎｅ Ｆｌｏｗｅｒ 

•ブライダル事業 

•生花祭壇事業 

•生花小売事業 

•造園事業 

美麗花壇股份有限公司
（台湾） 

•生花祭壇事業 

•生花卸売事業 

㈱ビンク 

•人材サービス事業 

昇建設㈱ 

•土木・建設事業 ㈱ビューティ花壇 

 ・生花祭壇事業 
 

 ・生花卸売事業 
 

 ・加工物流事業 ㈱システムハウス福知山 

•情報システム開発、
販売事業 

㈱ビイケイエステート 

•不動産管理 

㈱セレモニーサービス 

•冠婚葬祭に関する
企画ならびにコン
サルタント業務 

㈱花時 

•生花祭壇事業 

•生花卸売事業 

•生花小売事業 

29 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらの図のような事業の展開を行うことで、これまで生花祭壇事業のみであった商品・サービスに加え、既にグループに入っていただいているシステムハウス福知山・ビンクが提供するシステム販売、人材提供、更には葬儀業務の請負サービスまでの幅広いサービスについて専業社様を中心に提供することが可能となります。なお、株式会社ビイケイエステートにおきましては株式会社セレモニーサービスとともに事業展開をするなかで、不動産に関係する領域での業務を担っております。



Copyright (C) 2013Beauty Kadan Co., Ltd.  All Rights Reserved. 30 

株主還元 
～流動性向上・株主数増加に向けて～ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、株主還元についてご説明いたします。
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配当について 

当社の配当政策： 
年間配当金として 
連結当期純利益の30％相当額を目標。 

2014年６月期は 
11円の配当を実施する予定。 
※2013年７月１日付で、1:200の分割いたしました。 

＊2007年6月期は、記念配当（配当性向58.7％） 
 
＊前々期（2011年6月期）は、 
 特別利益4,000万円→純利益増加 による配当増。 
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1,200 
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2,500  
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
32ページをご覧ください。当社では年間の配当として、連結当期純利益の30％相当額を目標としており、2013年6月期は、1,200円の配当を実施いたします。今後も配当性向（はいとうせいこう）30％を維持することを目標にしており2014年6月期は11円の配当を実施する予定です。なお、本年7月1日付で1:200の分割を実施しておりますので分割前の株数に換算しますと、2,200円となります。
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＊2013年4月～2013年６月にかけて580株の自己株式の取得を実施 
 
 2013年６月30日現在の自己株式の保有状況 
   発行済株式総数（自己株式を除く）  25,380 株  
   自己株式総数     3,930株  

32 

自社株買い・株式分割 

＊2013年６月30日を基準日として、1：200の株式分割を実施 
 併せて単元株制度を採用（1単元＝100株） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に自社株買いの実施についてご説明いたします。33ページをご覧ください。当社は、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行および株主への一層の利益還元を推進するため、2013年4月から6月にかけまして、580株の自己株式を取得いたしました。今後も適宜（てきぎ）取得を実施してゆく予定でございます。
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株主優待 

＊2013年6月30日現在の株主より、株主優待制度導入 

 ・胡蝶蘭or観葉植物のお買い物割引券 

 ・オリジナルくまモングッズ 

胡蝶蘭・観葉植物購入サイト 
（イメージ） 

クリアファイル 

メモ帳 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、株主優待制度についてご説明いたします。当社グループの事業内容をご理解いただくため、かつ、花をより身近なものとし美しく豊かな世界を創造したいとの思いから、格調が高く気品のある「胡蝶蘭」または「観葉植物」を、所有株式数に応じた割引率にて購入いただけるものと、あわせまして熊本県に本社を置く企業として同県の更なる発展と活性化に寄与したいとの思いを込め、1株以上を保有する株主様全員に、当社本社所在地である熊本県のPRキャラクター「くまモン」をデザインしたグッズを贈呈する、株主優待を新設いたしました。今後とも当社株式への投資の魅力を高め中長期的に当社株式を保有していただける株主様の増加策を図ってまいります。
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本資料における業績予想及び将来の予想等に関する記述は、現時点で入手可能な情報に
基づき判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実な要素を含んでおります。従いま
して実際の業績等が様々な要因により異なる可能性がありますことをご了承ください。 

ご清聴ありがとうございました 

■IRに関するお問合わせ先 

コーポレート部／広報・IR課 
 ★TEL：096-370-0004 
 ★e-mail：ir-info@beauty-kadan.com 
 ★HP：http://www/beauty-kadan.com 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上、本日はお忙しい中ご出席いただきまして、誠にありがとうございました。
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質疑応答 
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